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タイトル：Investigating circuit-level defects in epileptogenic cortical malformations









































開催日：平成30年7月11日 (水 )～ 7月13日 (金 )　　　場所：KKRホテル金沢
内容：32演題 ・哺乳類由来の神経毒の化学生物学研究 北　　将樹 (名大院生命農・JSTさきがけ )
 ・海洋生物由来新規キヌレニン産生抑制物質の探索 大野　　修 (工学院大学先進工学部生命化学科 )
 ・百日咳起因菌が産生する低分子量物質 渡邉　峰雄 (北里大学 北里生命科学研究所医療日生物学研究 )
 ・宿主細胞内へ装填されたピロリ菌がん蛋白質CagAの安定性を規定する宿主細胞分子とその制御
  津川　　仁 (慶応義塾大学 医学部 医化学 )
 ・Cholixによる細胞致死機構における新規結合タンパク質の同定と昨日解析

















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学医学系免疫学　助教　　河原  裕憲  先生
特別講演2：「RNA編集機構およびPI3K/AKT経路の変容に伴う脳機能障害誘導メカニズム」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井大学ライフサイエンス支援センター　　生物資源部門　准教授　　徳永  暁憲  先生


































































　　　　　樋野興夫　先生　　 順天堂大学 医学部（病理・腫瘍学）/国際教養学部 教授（併任）










連絡先：原田　憲一　　金沢大学医薬保健研究域医学系　人体病理学　　　TEL　076-265-2195   FAX  076-234-4229
  
印  刷   活　　文　　堂　　　 石川県金沢市鳴和１丁目１７－６
 編集者・発行者　土　屋　弘　行
発　行　所　金 沢 大 学 十 全 医 学 会
平  成 ３０ 年  ７ 月  発  行
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